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特集　遠賀の偉人
  力のない者のために
  パンドラの箱を開けた官僚
　― 高崎 節子　その生涯の軌跡 ―

p2

「
陽
の
当
た
ら
ぬ
子
供
達
、

　
　
小
さ
な
力
の
な
い
者
は
訴
え
る
事
さ
え
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
味
方
に
な
る
ん
だ
」

朝
日
新
聞
「
人 

寸
描
」
昭
和
32
年
（
１
９
５
７
年
）
５
月
８
日
掲
載

高崎 節子　明治 43 年（1910 年）生～昭和 48 年（1973 年）没　享年 63 歳
写真：昭和 30 年　東京婦人少年室長時代（45 歳）



特
集
　
遠
賀
の
偉
人

　
力
の
な
い
者
の
た
め
に
パ
ン
ド
ラ
の
箱
を
開
け
た
官
僚

　
　
　
　
―
―
― 

高
崎 

節
子
　
そ
の
生
涯
の
軌
跡 

―
―
―

　
高た
か
さ
き崎

節せ
つ
こ子

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
高
崎
節
子
は
遠
賀
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
女

性
で
す
。
若
い
こ
ろ
か
ら
作
家
を
志
し
、
文

学
者
た
ち
と
交
流
を
深
め
つ
つ
培
っ
て
き
た

執
筆
力
で
、
戦
中
・
戦
後
の
激
動
の
時
代
に

女
性
や
子
ど
も
の
人
権
保
護
に
尽
力
し
ま
し

た
。
そ
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
、
生
涯
の
軌
跡
を

た
ど
り
ま
す
。
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遠
賀
で
過
ご
し
た
幼
少
期

　
節
子
は
明
治
43
年（
１
９
１
０
年
）、
父
・

高
崎
丈じ

ょ
う
じ
ろ
う

次
郎
、
母
・
ま
す
ゑ
の
5
男
３
女
の

長
女
と
し
て
、
東
京
の
小
石
川
で
生
ま
れ
ま

し
た
。

　

丈
次
郎
は
当
時
政
府
の
官
僚
で
し
た
が
、

ま
す
ゑ
と
子
ど
も
達
は
両
親
の
故
郷
で
あ
る

遠
賀
郡
島
門
村
尾
崎
に
戻
り
、
幼
少
期
を
過

ご
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
す
ゑ
は
尾
崎
の

増
田
家
か
ら
高
崎
家
に
嫁
入
り
し
て
お
り
、

両
家
の
家
も
近
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

子
ど
も
達
も
仲
が
良
か
っ
た
よ
う
で
す
。
増

田
家
に
は
、
後
に
折
尾
愛
真
学
園
の
創
立

者
と
な
る
孝た

か
しと
い
う
子
が
い
ま
し
た
。「
増

田
孝
著
作
集 

第
三
巻 

自
伝
」に
節
子
の
兄
・

太
郎
と
は「
竹
馬
の
友
」と
記
さ
れ
、
節
子
も

幼
少
期
を
共
に
過
ご
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
大
正
５
年（
１
９
１
６
年
）４
月
、
島
門
村

の
島
門
尋
常
高
等
小
学
校
に
入
学
。
大
正
11

年（
１
９
２
２
年
）、
丈
次
郎
が
朝
鮮
総
督
府

へ
転
勤
に
な
っ
た
た
め
現
在
の
ソ
ウ
ル
へ
転

居
し
、
仁

イ
ン
チ
ョ
ン川
小
学
校
、
そ
し
て
大テ

グ邱
高
等
女

学
校
へ
進
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
兄
の
病

気
療
養
の
た
め
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
、
大

分
県
別
府
市
へ
移
住
し
、
別
府
高
等
女
学
校

（
現
・
別
府
鶴
見
丘
高
等
学
校
）に
転
校
し
同

校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

　

大
正
15
年（
１
９
２
６
年
）４
月
、
福
岡

高
崎 

節
子
　
略
年
譜

■ 

明
治
43
年
（
１
９
１
０
年
）

１
月　
東
京
都
文
京
区
小
石
川
で
生
ま
れ

る

■ 

大
正
５
年
（
１
９
１
６
年
）

４
月　
福
岡
県
遠
賀
郡
島
門
村
の
島
門
尋

常
高
等
小
学
校
へ
入
学

■ 

大
正
11
年
（
１
９
２
２
年
）

４
月　
父
の
転
勤
に
伴
い
朝
鮮
・
仁
川
小

学
校
へ
編
入
し
、
そ
の
後
、
大
邱

高
等
女
学
校
へ
進
学

■ 

大
正
12
年
（
１
９
２
３
年
）

　
７
月　
帰
国
し
大
分
県
別
府
市
に
居
住

　
　
　
　
別
府
高
等
女
学
校
へ
編
入

■ 

大
正
15
年
（
１
９
２
６
年
）

　
３
月　
別
府
高
等
女
学
校
を
卒
業

　
４
月　
福
岡
県
女
子
専
門
学
校
へ
入
学

■ 

昭
和
４
年
（
１
９
２
９
年
）

　
３
月　
福
岡
県
女
子
専
門
学
校
を
卒
業

４
月　
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
聴
講
生

と
な
る

■ 

昭
和
５
年
（
１
９
３
０
年
）

４
月　
朝
鮮
平ピ
ョ
ン
ア
ン
ブ
ク
ド
ウ

安
北
道
新
義
州
高
等
女
学

校
で
教
壇
に
立
つ

12
月　
家
庭
の
事
情
に
よ
り
帰
国

そ
の
後
一
時
行
方
不
明
と
な
る

　

２
作
目
は
、
昭
和
14
年（
１
９
３
９
年
）

６
月
に
雑
誌「
婦
人
公
論
」に
本ほ

ん
だ田
小こ

う
ら浦

と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
掲
載
さ
れ
た
小
説

「
山た

に峽
」で
す
。
技
術
者
で
あ
っ
た
夫
・
山

下
利
助
と
、
日
本
や
朝
鮮
の
ダ
ム
建
設
現

場
を
転
居
す
る
中
で
執
筆
し
た
も
の
で
、

宮
崎
県
耳み

み
か
わ川

に
あ
る
塚つ

か
ば
る原

ダ
ム
の
建
設
現

場
で
の
労
働
者
の
寄
宿
舎
生
活
を
描
い
た

作
品
で
す
。
こ
の
小
説
は
入
選
し
、
選
者

で
あ
っ
た
川
端
康
成
が
作
家
と
し
て
の
力

量
を
次
の
よ
う
に
認
め
て
い
ま
す
。

　
「
本
田
小
浦
さ
ん
の『
山
峽
』は
、
は
じ
め

男
の
作
者
の
も
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
ほ

ど
で
あ
る
。
小
気
味
よ
く
、
そ
し
て
か
な
り

手
き
び
し
く
い
ろ
ん
な
人
物
と
事
件
と
を
き

び
き
び
運
ん
で
い
る
力
は
、
相
当
に
認
め
ら

れ
る
。
欠
点
が
目
立
た
ぬ
と
い
う
点
か
ら
し

て
も
、
も
し
一
編
を
選
ば
ね
ば
な
ら
な
い
と

す
る
と
、
こ
の

作
で
あ
ろ
う
か

と
考
え
た
」（
川

端
康
成
書
評
抜

粋
）

　
節
子
は
著
名

な
文
学
者
た
ち

と
も
交
流
が
あ

り
ま
し
た
。昭
和
８
年（
１
９
３
３
年
）４
月
、

福
岡
県
小
倉
市（
現
北
九
州
市
小
倉
北
区
）で

叔
父
・
高
崎
金
太
郎
が
経
営
す
る
高
崎
印
刷

所
で
事
務
員
と
し
て
働
き
始
め
、
印
刷
工
員

県
女
子
専
門
学
校（
現
・
福
岡
女
子
大
学
）

へ
進
学
し
、
卒
業
。
昭
和
４
年（
１
９
２
９

年
）、
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
の
聴
講
生

と
な
り
、
１
年
間「
政
治
・
経
済
・
労
働
・

法
律
」を
専
門
的
に
学
び
、
朝
鮮
・
新シ

ニ
ジ
ュ

義
州

で
高
等
女
学
校
の
教
師
と
な
り
ま
す
が
、

家
庭
の
事
情
で
退
職
し
て
帰
国
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

文
学
の
世
界
へ

　
帰
国
後
、
節
子
は
作
家
を
目
指
し
て
い
た

よ
う
で
、
二
つ
の
作
品
を
執
筆
し
て
い
ま

す
。
１
作
目
は
昭
和
６
年（
１
９
３
１
年
）８

月
に
雑
誌『
女に

ょ
に
ん人
芸
術
』に
掲
載
さ
れ
た
小
説

「
支し

な那
と
の
境さ

か
い」。

こ
の
作
品
は
、
節
子
が
教

師
と
し
て
赴
任
し
た
朝
鮮
・
新
義
州
が
舞
台

と
な
っ
て
お
り
、
一
時
期
住
ん
で
い
た
朝
鮮

で
の
体
験
を
基

に
、
統
治
下
の

日
本
人
下
級
官

吏
と
虐
げ
ら
れ

る
朝
鮮
人
の
女

性
を
描
き
出
し

た
作
品
で
す
。

こ
の
作
品
を
投

稿
し
た
後
、
節
子
は
生
死
を
さ
ま
よ
う
大
病

を
患
い
ま
す
が
奇
跡
的
に
回
復
し
、
ま
す
ゑ

か
ら
献
身
的
に
キ
リ
ス
ト
の
教
え
を
説
か
れ

て
入
信
し
ま
す
。

川
端
康
成
か
ら
も

認
め
ら
れ
た
才
能
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と
し
て
働
く
松
本
清
張
と
出
会
い
、
交
流
を

深
め
て
い
き
ま
す
。
清
張
の
作
品
に
は
節
子

を
モ
デ
ル
に
し
た
と
思
わ
れ
る
作
品
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」を
日
本

語
訳
し
た
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
・
豊
島
与
志

雄
、
芥
川
賞
作
家
の
火
野
葦
平
ら
と
も
交
流

を
持
っ
て
お
り
、
特
に
豊
島
と
の
関
わ
り
は

深
く
、
一
時
期
は
内
弟
子
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

教
師
の
傍
ら
女
性
問
題
に
尽
力

―
戦
中
戦
後
の
福
岡
で
―

　
昭
和
17
年（
１
９
４
２
年
）９
月
、
福
岡
市

の
福
岡
女
学
校（
現
福
岡
女
学
院
中
学
校
・

高
等
学
校
）に
国
語
教
師
と
し
て
赴
任
し
た

節
子
は
、
福
岡
市
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
関

わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
昭
和
20
年（
１
９
４
５
年
）10
月
、
朝
日
新

聞
西
部
本
社
企

画
部
・
婦
人
部

嘱
託
と
し
て
、

九
州
タ
イ
ム
ズ

で
女
性
労
働
関

係
の
執
筆
活

動
を
行
い
ま
し

た
。
翌
年
３
月

に
は
朝
日
新
聞
社
主
催
の
婦
人
政
治
推
進
講

演
会
の
司
会
に
抜
て
き
さ
れ
、
続
く
婦
人
政

治
推
進
西
部
大
会
で
は
福
岡
県
の
婦
人
代
表

福岡女学校時代の職員集合写真（昭和 18 年）
※中列の左から４番目の眼鏡をかけた女性が節子

（写真：福岡女学院所蔵）

し
た
。

力
の
な
い
者
の
た
め
に
開
け
た

パ
ン
ド
ラ
の
箱

―
労
働
省
官
僚
時
代
―

　
昭
和
23
年（
１
９
４
８
年
）５
月
、
女
性
・

年
少
者
保
護
と
福
祉
の
た
め
設
立
さ
れ
た
労

働
省
婦
人
少
年
局
主
催
の
第
一
回
講
習
会
が

東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
婦
人
少

年
室
関
係
職
員
を
対
象
と
し
た
講
習
会
で
、

節
子
は
福
岡
女
学
校
を
退
職
し
、
九
州
大
学

の
高
橋
正
雄
教
授
の
推
薦
で
参
加
し
ま
し

と
し
て
出
席
。
５
月
に
は

朝
日
新
聞
婦
人
政
治
推
進

委
員
と
な
り
、
朝
日
婦
人

文
化
創
立
会
長
に
も
就
任

し
、
女
性
の
政
治
参
加
運

動
へ
活
動
を
広
げ
て
い
き

ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
と
同
時
に
、

福
岡
市
内
に
事
務
局
が

あ
っ
た「
自
由
人
協
会
」へ

入
会
し
、
協
会
の
常
任
理

事
、
発
行
誌
の
編
集
委
員

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
22
年

（
１
９
４
７
年
）に
は
福

岡
県
婦
人
団
体
協
議
会
の

発
足
に
尽
力
す
る
と
と
も

に
、
衆
議
院
議
員 

福ふ
く
だ田

昌ま
さ
こ子

と
婦
人
児
童

問
題
研
究
所
を
設
立
し
ま
す
。
７
月
に
は
筑つ

く

紫し

海み

会（
現
福

岡
女
子
大
学
の

同
窓
会
）の
初

代
会
長
に
就
任

し
、
同
校
の
４

年
制
大
学
昇
格

運
動
に
尽
力
。

同
年
11
月
に

は
、
新
し
い
文
化
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的

に
東
京
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
文
化
芸
術
団
体

「
火
の
会
」の
九
州
講
演
開
催
に
も
尽
力
し
ま

教
師
を
し
な
が
ら　

女
性
問
題
に
も
尽
力

■ 

昭
和
６
年
（
１
９
３
１
年
）　　
　

８
月　
「
女
人
芸
術
」
８
月
号
で
「
支
那

と
の
境
」
を
発
表

■ 

昭
和
７
年
（
１
９
３
２
年
）

９
月　
大
阪
で
危
篤
状
態
と
な
る
が
奇
跡

的
に
回
復

■ 

昭
和
８
年
（
１
９
３
３
年
）

４
月　
福
岡
へ
戻
り
、
高
崎
印
刷
所
で
勤

務

■ 

昭
和
10
年
（
１
９
３
５
年
）　　
　

？
月　
機
械
工
学
専
門
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
山

下
利
助
と
結
婚

■ 

昭
和
14
年
（
１
９
３
９
年
）　

６
月　
「
婦
人
公
論
」
６
月
号
で
「
山
峽
」

が
入
選

■ 

昭
和
17
年
（
１
９
４
２
年
）

　
９
月　
福
岡
女
学
校
で
教
壇
に
立
つ

■ 

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
年
）

10
月　
朝
日
新
聞
西
部
本
社
企
画
部
・
婦

人
部
嘱
託
と
な
る
（
九
州
タ
イ
ム

ズ
で
女
性
労
働
関
係
を
執
筆
）

■ 

昭
和
21
年
（
１
９
４
６
年
）

５
月　
朝
日
新
聞
・
婦
人
政
治
推
進
委
員

と
な
り
、
朝
日
婦
人
文
化
創
立
会

長
に
就
任

10
月　

自
由
人
協
会
常
任
理
事
、
雑
誌

「
自
由
人
」
編
集
委
員
に
就
任
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東京都小金井にある浴恩館で開催された研修会の集合写真（昭和 23 年）
※上から２段目、右から８番目の眼鏡をかけた女性が節子

た
。

　
こ
の
講
習
会
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
７
月
に
労
働
省
・
福
岡
婦
人
少
年
室
主

任
に
任
命
さ
れ
、
労
働
省
の
官
僚
と
し
て
女

性
や
子
ど
も
の
労
働
問
題
に
携
わ
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
時
期
、
節
子
を
影
な
が
ら
応
援
し
て

い
た
小
説
家 

豊
島
与
志
雄
の
思
い
が
、
火

野
葦
平
に
宛
て
た
手
紙
か
ら
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
「
セ
ッ
チ
ャ
リ
ン
女
史
、
婦
人
少
年
部
の

地
方
役
人
に
な
っ
た
由
。
う
ま
く
や
れ
る
か

ど
う
か
。
御
後
援
下
さ
い
」（
火
野
葦
平
寄

託
資
料 

北
九
州
市
立
文
学
館
所
蔵
）

　
こ
れ
は
昔
、
内
弟
子
と
し
て
節
子
を
か
わ

い
が
っ
て
い
た
豊
島
与
志
雄
の
気
遣
い
の
手

紙
で
す
。

　
昭
和
24
年（
１
９
４
９
年
）８
月
、
神
奈
川

婦
人
少
年
室
長
へ
と
転
任
し
た
節
子
は
、
連

合
軍
兵
士
な
ど
と
日
本
人
女
性
の
間
に
生
ま

れ
た
子
ど
も
た
ち
の
収
容
施
設
で
あ
る
エ
リ

ザ
ベ
ス
・
サ
ン
ダ
ー
ス
・
ホ
ー
ム
を
訪
問
・

取
材
し
、
昭
和
27
年（
１
９
５
２
年
）10
月
に

著
書「
混
血
児
」を
出
版
し
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
は
当
時
の
日
本
政
府
や
国
民

に
、
戦
争
の
落
と
し
子
と
し
て
生
ま
れ
た
子

ど
も
達
を
、
ど
の
よ
う
に
育
て
て
い
け
ば
良

い
の
か
を
問
題
提
起
し
た
著
書
で
、
こ
の
作

品
を
原
作
と
し
て
翌
年
に
映
画
も
公
開
さ
れ

ま
し
た
。

■  

昭
和
22
年
（
１
９
４
７
年
）

５
月　
福
岡
県
婦
人
団
体
協
議
会
の
発
足

に
尽
力

衆
議
院
議
員 

福
田
昌
子
と
婦
人

児
童
問
題
研
究
所
を
設
立

５
月
３
日　

日
本
国
憲
法
施
行
日
に
夫
・

山
下
利
助
氏
と
離
婚

７
月　
筑
紫
海
会
（
福
岡
女
子
大
学
同
窓

会
）
の
初
代
会
長
に
就
任

■  

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）

　
３
月　
福
岡
女
学
校
退
職

７
月　
労
働
省
福
岡
婦
人
少
年
室
主
任
に

就
任

■  

昭
和
24
年
（
１
９
４
９
年
）

８
月　
労
働
省
神
奈
川
婦
人
少
年
室
長
に

就
任

こ
の
頃
、エ
リ
ザ
ベ
ス・サ
ン
ダ
ー

ス
・
ホ
ー
ム
の
沢
田
美
喜
を
支
援

■  

昭
和
25
年
（
１
９
５
０
年
）　

　
２
月　
筑
紫
海
会
会
長
を
辞
任

■   

昭
和
27
年
（
１
９
５
２
年
）　

10
月　
著
書
「
混
血
児
」
発
表

そ
の
後
映
画
化

■  

昭
和
28
年
（
１
９
５
３
年
）

５
月　
労
働
省
東
京
婦
人
少
年
室
長
に
就

任

■  

昭
和
29
年
（
１
９
５
４
年
）

　
３
月　
著
書
「
人
身
売
買
」
発
表
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昭
和
28
年（
１
９
５
３
年
）

５
月
、
東
京
婦
人
少
年
室
長
へ

と
転
任
し
た
節
子
は
、
山
口

県
の
あ
る
島
で
起
き
た
梶か

じ
こ子

事
件
の
調
査
の
た
め
現
地
に

行
き
、
翌
年
３
月
に
本
庄
し

げ
子
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で

著
書「
人
身
売
買
」を
出
版
し

ま
す
。

　

売
ら
れ
て
い
っ
た
子
ど
も

達
が
梶
子
と
し
て
漁
船
の
舵

を
取
る
役
目
を
任
さ
れ
、
過

酷
な
労
働
環
境
の
中
で
強
制

労
働
さ
せ
ら
れ
て
い
た
問
題

を
描
い
た
作
品
で
、「
混
血
児
」

同
様
、
当
時
の
社
会
に
警
鐘

を
鳴
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
あ

と
が
き
に
は
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
直
接
、
私
の
み
た
こ
と
、
聞
い
た
事
を

取
材
し
ま
し
た
。

封
建
時
代
そ
の

ま
ま
の
、
い
ま

わ
し
い
人
身
売

買
の
悪
習
と
、

売
ら
れ
て
行
く

幼
い
子
供
た
ち

の
空
虚
と
孤
独

と
悲
惨
と
、
大
人
の
無
慈
悲
と
無
責
任
と
、

打
算
と
、
社
会
の
し
く
み
に
気
づ
い
て
い
た

■  

昭
和
30
年
（
１
９
５
５
年
）

３
月　
女
性
・
児
童
問
題
視
察
の
た
め
ブ

ラ
ジ
ル
を
訪
問

■ 

昭
和
32
年
（
１
９
５
７
年
）　

４
月　
「
新
聞
を
配
る
少
年
保
護
育
成
の

会
」
を
設
立

■ 

昭
和
33
年（
１
９
５
８
年
）　

５
月　
有
栖
川
宮
記
念
公
園
で
「
新
聞
を

配
る
少
年
の
像
」
除
幕
式
を
行
う

■ 

昭
和
36
年（
１
９
６
１
年
）

７
月　
労
働
省
婦
人
少
年
局
・
婦
人
少
年

行
政
監
察
官
に
就
任

■  

昭
和
39
年（
１
９
６
４
年
）

３
月　
法
務
省
東
京
婦
人
補
導
院
へ
異
動

と
な
り
、
そ
の
後
院
長
に
就
任

■  

昭
和
46
年（
１
９
７
１
年
）　

３
月　
法
務
省
東
京
婦
人
補
導
院
を
退
職

■  

昭
和
48
年（
１
９
７
３
年
）

　
９
月　
病
死（
享
年
63
歳
）

■ 

昭
和
51
年（
１
９
７
６
年
）　

９
月　
高
崎
節
子
追
悼
集
「
む
ら
さ
き
」

が
出
版

著書　「人身売買」と「混血児」

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
節
子
は
女
性
の
労
働
問
題
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
昭
和
29
年（
１
９
５
４

年
）、
雑
誌「
労
務
研
究
」の
11
月
号
に
次
の

よ
う
な
随
筆
を
投
稿
し
て
い
ま
す
。

『「
婦
人
を
雇
う
の
は
や
っ
か
い
か
」（
抜
粋
）

　
近
代
的
な
雇
用
関
係
の
正
し
い
認
識
を
持

た
れ
た
使
用
者
の
セ
ン
ス
で
婦
人
を
使
用
・

雇
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
女
は
、

や
っ
か
い
で
も
な
け
れ
ば
、
女
は
女
だ
け
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
働
く
婦
人

の「
パ
ン
ド
ラ
の
箱
」を
開
い
て
く
だ
さ
い
。

彼
女
達
は
働
く
婦
人
と
し
て
の
満
足
感
を

も
っ
て
き
っ
と
よ
い
仕
事
の
で
き
る
職
業
人

に
な
れ
る
こ
と
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。と
、

こ
う
私
は
申
し
上
げ
た
い
の
で
す
。』

　
続
い
て
、昭
和
29
年（
１
９
５
４
年
）の「
労

災
」12
月
号
に「
主
体
性
の
確
立
と
客
観
的
条

件
の
改
善
」を
投
稿
し
、「
個
人
の
自
覚
と
周

囲
の
協
力
」が
問
題
で
あ
る
と
訴
え
、
次
の

よ
う
に
最
後
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
「
結
婚
す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
女

も
一
生
働
く
の
だ
又
働
き
た
い
と
思
う
時
に

は
い
つ
で
も
働
け
る
の
だ
と
い
う
所
に
支
点

を
お
い
て
こ
の
悪
循
環
を
断
ち
切
っ
て
み
た

ら
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
。女
も
一
生
働
く
、

働
き
た
い
時
に
は
ご
く
自
然
な
形
で
職
場
が

与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
既
定
の
事
実
と

な
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
客

観
的
条
件
と
い
う
も
の
も
備
え
ら
れ
る
は
ず

ど
う
ぞ
働
く
婦
人
の

「
パ
ン
ド
ラ
の
箱
」を

開
い
て
く
だ
さ
い　

だ
き
た
く
て
書
き
ま
し
た
」

　
そ
の
後
、
新
聞
を
配
る
少
年
た
ち
の
労
働

環
境
の
改
善
の

た
め
、
新
聞
各

社
へ
夕
刊
の
休

刊
を
働
き
か
け

た
り
、
新
聞
少

年
を
顕
彰
す
る

「
新
聞
を
配
る

少
年
の
像
」を

東
京
の
有あ

り
す
が
わ
の
み
や

栖
川
宮
記
念
公
園
に
建
立
す
る
な

ど
の
活
動
を
通
し
て「
新
聞
の
お
ば
さ
ん
」と

高崎節子追悼集「むらさき」
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で
す
し
、
又
備
え
な
け
れ
ば
社
会
も
、
事
業

主
も
具
合
が
悪
い
で
し
ょ
う
。」

収
容
さ
れ
た
女
性
を
花
嫁
に

―
晩
年
の
節
子
―

　
昭
和
39
年（
１
９
６
４
年
）３
月
、
節
子
は

法
務
省
・
東
京
婦
人
補
導
院
へ
異
動
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
異
動
は
法
務
省
側
の
強
い
要

請
に
よ
る
も
の
で
、
後
に
発
行
さ
れ
る
節
子

の
追
悼
集
に
こ
の
時
期
の
活
動
の
記
録
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
東
京
管
内
の
地
方
検
察
庁
や
裁
判
所
、
警

察
に
出
向
い
て
補
導
院
の
処
遇
の
実
態
を
説

き
ま
し
た
。
ま
た
、
収
容
さ
れ
て
い
る
女
性

に
対
し
情
操
教
育
の
一
環
と
し
て
、
東
京
石

橋
美
術
館
所
蔵
の
ル
ノ
ア
ー
ル
、
モ
ネ
な
ど

の
名
画
や
、
自
ら
詩
作
し
た
作
品
を
院
内
に

展
示
し
た
り
、
更
生
の
一
助
に
と
収
容
さ
れ

て
い
る
女
性
を
モ
デ
ル
に
花
嫁
着
付
け
な
ど

を
行
っ
た
り
し
た
そ
う
で
す
。

　

昭
和
46
年（
１
９
７
１
年
）３
月
に
退
職
。

昭
和
48
年（
１
９
７
３
年
）に
は
体
調
を
崩
し

入
院
。９
月
10
日
、辞
世
の
詩「
さ
び
た
の
道
」

を
書
き
上
げ
、
９
月
15
日
に
亡
く
な
り
多
摩

墓
地
に
埋
葬
さ
れ
、
勲
四
等
瑞
宝
章
を
授
与

さ
れ
て
い
ま
す
。
翌
月
、
東
京
新
聞
販
売
同

業
組
合
主
催
の「
新
聞
の
お
ば
さ
ん
を
し
の

ぶ
追
悼
会
」が
開
か
れ
、
三
周
忌
に
有
志
に

よ
り
高
崎
節
子
追
悼
集「
む
ら
さ
き
」が
発
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
高
崎
節
子
や
そ
の
他
多
く

の
人
々
の
女
性
問
題
に
尽
力
し
た
活
動
が
、

後
の「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」や「
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
」へ
と
結
実
し
て
い
き

ま
し
た
。

  

私
と
高
崎
節
子

　
遠
賀
町
文
化
財
保
護
委
員
で
高
崎
節
子
の

研
究
を
し
て
い
る
水
口
一
志
さ
ん
に
、
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
高
崎
節
子
を
調
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
経

緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

今
か
ら
5
年
前
に
「
ふ
る
さ
と
人
物
記
」

（
昭
31
・
４
夕
刊
フ
ク
ニ
チ
新
聞
社
）
を
見

て
い
る
時
に
偶
然
見
つ
け
、
遠
賀
郡
の
女
性

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、
写
真

ま
で
載
っ
て
い
て
興
味
が
わ
き

ま
し
た
。
あ
の
時
代
に
活
躍
し

た
人
が
い
た
ん
だ
な
と
。
そ
の

後
、
福
岡
県
立
図
書
館
な
ど
で

調
べ
続
け
今
に
至
り
ま
す
。

―
―
水
口
さ
ん
に
と
っ
て
高
崎

節
子
の
魅
力
と
は
。

　

遠
賀
町
の
偉
人
で
あ
る
の
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
作
品
や
功

績
、
そ
し
て
生
き
方
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
。

節
子
さ
ん
の
追
悼
集
「
む
ら
さ
き
」
に
あ
る

節
子
さ
ん
の
妹
が
寄
せ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
大

好
き
で
、読
む
た
び
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。

自
分
だ
っ
た
ら
で
き
る
か
な
と
。
節
子
さ
ん

の
生
き
方
を
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
高
崎
節
子
の
研
究
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

戦
後
、「
婦
人
の
時
間
」
と
い
う
ラ
ジ
オ

放
送
に
も
出
演
し
て
い
た
よ
う
で
、
節
子
さ

ん
出
演
回
の
放
送
の
音
源
を
探
し
て
い
ま

す
。
節
子
さ
ん
は
と
て
も
弁
が
立
つ
人
だ
っ

た
と
当
時
を
知
る
人
は
言
っ
て
い
ま
す
し
、

ぜ
ひ
、
節
子
さ
ん
の
声
を
聞
き
、
ど
ん
な
話

し
方
だ
っ
た
の
か
知
り
た
い
で
す
ね
。

水
みずぐち

口 一
ひ と し

志 さん（芙蓉区）

遠賀町と中間市で文化財保護委員を務め
る。旧遠賀郡を中心に郷土史を研究し、現
在は郷土の偉人再発見に注力している。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　「
天
国
に
宝
を

　
　
　
　
　
　
積
ん
だ
と
よ
ね
」

　
福
岡
女
子
専
門
学
校
時
代
、
妹
の
義
子
と

本
屋
さ
ん
へ
行
く
途
中
の
出
来
事
だ
っ
た
。

　
西
中
洲
で
電
車
を
降
り
る
と
川
の
橋
の
た

も
と
に
貧
し
い
親
子
が
う
ず
く
ま
っ
て
物
乞

い
を
し
て
い
た
。
12
月
の
寒
い
日
だ
っ
た
。

　
節
子
は
自
分
の
シ
ョ
ー
ル
を
と
り
、
そ
の

小
さ
な
子
供
の
肩
に
掛
け
、
財
布
を
逆
さ
ま

に
ふ
る
と
、
い
く
ら
か
の
硬
貨
が
ア
ル
ミ
の

鍋
に
落
ち
た
。
節
子
は
何
も
言
わ
ず
に
妹
・

義
子
の
手
を
引
っ
張
っ
て
小
走
り
に
去
っ
た

と
い
う
。

　
こ
の
シ
ョ
ー
ル
は
忙
し
い
母
が
節
子
の
た

め
に
や
っ
と
編
み
上
げ
た
も
の
で
、
節
子
は

大
喜
び
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
本
代
が
無
い
の
で
ツ
ケ
で
買
い
、
電
車
賃

も
無
く
長
い
道
の
り
を
歩
い
て
帰
る
と
、「
よ

か
っ
た
、
よ
か
っ
た
。
天
国
に
宝
を
積
ん
だ

と
よ
ね
」
と
母
は
言
っ
た
と
い
う
。

　
妹
の
義
子
は
、
母
と
姉
の
節
子
に
心
の
中

で
最
敬
礼
し
た
。

高
崎
節
子
追
悼
集
「
む
ら
さ
き
」
よ
り

※現在では配慮が必要な表現がありますが、当時の資料から文章を抜粋したものなど一部そのまま掲載しています。

Episode
Setsuko
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まちのわだい
TOWN'S TOPICS

花がつなぐ  まちの絆

６月21日　花苗植え付け交流会

　広渡小学校４年生39人、障がい者支援施設四方の里の
入所者23人と中央区住民20人が一緒に、西川堤防花壇に
花苗の植え付けを行いました。その後、広渡コミュニティ
公園広場で、福祉教育の一環として児童が企画したゲー
ムなどを行う交流会が行われ、みんなが心を通わせ、楽
しいひと時を過ごしていました。

楽しい！
お父さんとの時間

６月24日　お父さんと遊ぼう

　遠賀コミュニティーセンターで男性のための男女共同
参画講座「お父さんと遊ぼう！ニュースポーツを楽しむ」
が開催され、お父さんと子どもたちが一緒にドッチビー
などのスポーツで汗を流しました。参加者からは「子ども
と遊ぶ機会ができてよかった」「子どもとの距離が縮まっ
た」など、普段親子で触れ合う時間が取れていなかったお
父さんも充実した時間を過ごせたようです。12月には父
子が一緒に料理をする講座を企画中です。お楽しみに。

　町内全域で避難訓練が実施され、住民1,668人が参加し
ました。大雨による被害を想定したもので、各地区と役場
が連携し、地区公民館に避難所を開設する訓練を行いました。
　木守区長の村田成通さんは「木守区では各戸にチラシを
配布したことや、隣組長の積極的な協力もあり、みんなの
反応がよく、訓練の参加者が多かったと感じています。こ
のような訓練は今後も継続していかなければなりません。
いざというときのために、どのような活動をするかを地域
の皆さんに浸透させていく必要があると感じています」と
日頃の防災活動の重要性を語ってくれました。
　隣近所が助け合う「共助」が災害時にはとても重要になり
ます。また災害はいつ起きるかわかりませんので、日頃か
ら備蓄品などの準備をしておきましょう。

いざというときのため
日頃の備えを大切に

６月16日　町内一斉避難訓練

（写真左上・上）
木守区では多くの地域住民が公民館に
集まった。

（写真左）旧停区では炊き出し訓練も実施。　特別養護老人ホーム遠賀園を運営する社会福祉法人筑
前会様のご厚意により、JR遠賀川駅とおんが病院・新水
巻病院の間をそれぞれ結ぶ無料送迎バスの運行が８月６
日から開始されました。遠賀園の安高裕

のぶ

晃
てる

さんは「長年、
遠賀町の福祉事業に関わっており、地域の皆さまのお役
に立ちたいという思いから、無料送迎バスを病院と連携
して実現できないか検討を重ねてきました。これにより、
地域の通院される皆さんのさらなる利便性向上につなが
れば幸いです」と思いを語ってくれました。
　毎週月・火・木曜日の午前中、JR遠賀川駅と２つの病
院間をそれぞれ直接運行し運賃は無料。運行時刻などの
詳細は社会福祉法人筑前会（☎０９３（２９３）５５２２）
へお尋ねください。住み続けやすい遠賀町とするため、
今後も福祉の向上につながる取り組みに期待します。

地域の皆さまへ貢献のカタチ

おんが病院・新水巻病院行き無料送迎バス
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遠賀町役場
遠賀信用金庫

遠賀総合運動公園

まつり
会場

新木守大橋東交差点

西

川

ローソン

う

国道３号線

鹿児島本線

（ ： ～ ： 一方通行となります。）

下り車線工事中のため通行止め
上り車線側対面通行（各１車線）

北
芦屋方面

九州方面

福岡方面

中間・直方方面

左折
できません

遠賀川駅
駅南有料駐車場と
駅南第2駐車場は
　　　　　　 封鎖します
8月24日（金）17：00
　　　～当日21：00

通行止め ： ～ ：
（車両、歩行者ともに通れません。）

車両進入禁止
： ～ ：

（自転車、歩行者のみ通行可）

遠賀郡
消防本部

遠

賀

川

木守・老良線
（木守貫通道路） 詳しい情報は遠賀町ホーム

ページでご覧ください。

産業振興係（駅前サービスセンター）　☎０９３（２９３）８２３３

　　 千

　    ア

人踊 り

トラク ション

交通規制図

遠

賀

川

通行止

一方通行

遠賀の夏は、楽しいこといっぱい♥

遠賀町   　まつり

お
ん
が
っ
ぴ
ー
も

遊
び
に
く
る
よ

み
ん
な
を
待
っ
て
る
ね

夏
フレ 太鼓

　    打ち上 げ花 火

◆ご来場の皆さんへお願い
▷会場周辺は混雑が予想されますので、乗り合いまたは公共の交通機関をご利用ください。
（JR遠賀川駅から会場まで徒歩10分）

▷会場周辺の有料駐車場はJR遠賀川駅北側のみです。
　周辺店舗の駐車場や路上への駐車はご遠慮ください。
▷会場の車両入口は、遠賀川堤防側からの２カ所で、満車となり次第、車両入口を封鎖します。
▷当日は役場駐車場（会場まで徒歩15分）を開放します。車両の出入りに時間がかからず便利です。
▷花火打ち上げ場所周辺に立入禁止区域を示すテープやロープを張ります。
　大変危険ですので、絶対に立入禁止区域内に入らないでください。
▷８月25日（土）、26日（日）は、遠賀総合運動公園各施設の通常利用はできません。

◆会場周辺の交通規制にご協力ください
▷安全確保のため、当日16時30分から21時まで、新木守大橋東交差点からJR遠賀川駅南口までの道

路を歩行者・車両ともに通行止めとし、JR遠賀川駅の自由通路も封鎖します。
▷駅南有料駐車場と駅南第２駐車場は、８月24日（金）の17時から当日21時まで封鎖します。

※荒天の場合は中止（順延なし）

遠賀総合運動公園グラウンド

8/25（土）18:00 ～ 20:40
打ち上げ花火　20:00 ～

第34回

■ 日時

■ 場所

■ 問い合わせ
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　水路や河川への油類の油流出事故が発生すると、水道水や農業用水に被害がおよび、環境や農作物に多大な影響を与える
ことがあります。事故の多くは人為的ミスによるものです。油流出事故を起こした人が、事故の対策費用や被害賠償を請求
されます。日頃から油類の取り扱いには十分に気をつけ、適切に管理・処理を行いましょう。

［写真］油の流出事故現場
奥に見えるのが油をせき止める「オイルフェンス」
水面に浮いているのが油の「吸着シート」

　油流出事故を起こした場合や油流出事故を発見した場合は、宗像・遠賀
保健福祉環境事務所または役場に連絡してください。また、交通事故など
が原因の場合は、警察署や消防署への連絡もお願いします。
※油が浮いているのが見えなくても、魚が大量死している場合なども連絡
してください。

油流出事故を発見したら…

○住民の皆さんへ
　・灯油などの給油中は絶対にその場から離れない。目を離さない。
　・車や農機具などを洗うときは、事前に油を拭き取っておく。
　・貯油タンクは安定した場所に設置し、転倒防止措置を行う。
　・ホームタンクや配管に腐食や亀裂がないかなど、定期的に点検する。
　・不要になった油は、適切に処分する。

○事業者の皆さんへ
　・油の取り扱いに十分注意し、従業員への周知を行う。
　・機械類や貯油施設などの定期点検・安全確認を行う。
　・オイルトラップの設置や、吸着マットなどの対策資材を整備する。
　・緊急連絡網を作成するなど、緊急時に対応できる体制を作る。
　・廃油などを適正に処理する。

油流出事故を起こさないためには…

○工場などが原因となるもの
　・ボイラーなどの整備不良による重油の流出
　・排水処理施設などの整備不良による油を含んだ汚水の流出
　・オイルトラップなどの未整備や整備不良による機械油の流出　など
○突発的な事故などによるもの
　・トラックなどの燃料ぶたの脱落、燃料ホースの切断による燃料の流出
　・車や農機具の洗浄水の直接排水による油の流出
　・交通事故による燃料の流出
　・不法投棄による油の流出　など

どんなことが原因になっているの？ 油と間違いやすい

　晴天が続いたり、水の流れが無い状態が続
いたりすると、水路や水田の端にキラキラと
光る油膜のようなものや赤褐色の泥が発生す
ることがあります。これは土壌中に存在する
鉄バクテリアという細菌が作り出した鉄の酸
化被膜や沈殿物です。

油膜と鉄バクテリアの見分け方

●臭　  　い 鉄バクテリアによる被膜で
あれば油臭がしません。

●膜 を 押 す 鉄バクテリアによる被膜で
あれば膜が割れますが、油
膜の場合は膜状のままです。

●沈  降  法 透明なペットボトルなどに
取り、振って放置すると、
鉄バクテリアによる被膜で
あれば沈殿し、油であれば
層状に分離します。

水環境を守るために

油流出事故にご注意を
●連絡・問い合わせ
　▶宗像・遠賀保健福祉環境事務所 環境指導課
　　☎０９４０（３６）６３２２
　▶環境衛生係

鉄
バ
ク
テ
リ
ア

ワンポイ
ント

アドバイ
ス
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遠
賀
町
で
は
、
町
内
に
定
住
す
る

目
的
で
住
宅
を
新
築
・
購
入
し
た
人

を
対
象
に
、
固
定
資
産
税
相
当
額
分

の
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
本
年
度
新
規
申
請
の
対
象
者
は
、

平
成
29
年
1
月
2
日
か
ら
平
成
30
年

１
月
１
日
ま
で
に
住
宅
を
取
得
し
、

居
住
し
て
い
る
人
で
す
。
昨
年
度
申

請
し
た
人
は
2
年
目
の
申
請
に
な
り

ま
す
。
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、

8
月
中
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
に
な
る
住
宅
取
得

▽
町
内
に
持
ち
家
を
取
得
し
、
町

外
か
ら
転
入
し
た
場
合

▽
町
内
の
ア
パ
ー
ト
や
借
家
な
ど

に
住
ん
で
い
た
人
が
、
町
内
に

持
ち
家
を
取
得
し
た
場
合

▽
町
内
の
親
元
で
生
活
し
て
い
た

人
が
、独
立
し
て
町
内
に
新
た
に

持
ち
家
を
取
得
し
た
場
合

奨
励
金
の
額

　

取
得
し
た
住
宅
と
そ
の
敷
地
に
対

　

し
て
課
税
さ
れ
る
固
定
資
産
税
相

　

当
額（
各
年
度
上
限
15
万
円
）

奨
励
金
の
交
付
期
間

３
年
間（
毎
年
度
３
月
ご
ろ
に
交

付
し
ま
す
）

※
３
世
代
同
居
世
帯
は
、
特
例
で
４

　

年
間
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
申
請
は
、
毎
年
必
要
に
な
り
ま
す

　

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
に
な
る
住
宅

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
住
宅

ま
た
は
マ
ン
シ
ョ
ン（
新
築
・
中

古
を
問
い
ま
せ
ん
）

▽
相
続
や
贈
与
な
ど
で
は
な
く
、

売
買
で
取
得
し
た
住
宅

▽
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
取

得
し
た
住
宅

　

※
取
得
日
は
登
記
し
た
日
で
す
。

▽
不
動
産
登
記
を
行
っ
て
い
る
住
宅

▽
玄
関
、
ト
イ
レ
、
台
所
、
浴
室
、

居
室
が
あ
り
、
住
居
と
し
て
利

用
す
る
住
宅

申
請
が
で
き
る
条
件

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と

▽
住
宅
や
土
地
の
所
有
者
で
あ
る

▽
対
象
と
な
る
住
宅
を
取
得
し
、

引
き
続
き
居
住（
住
民
票
を
お

い
て
い
る
）し
て
い
る

▽
町
の
自
治
区
に
加
入
し
て
い
る

▽
世
帯
員
全
員
が
、
暴
力
団
員
な

ど
で
は
な
い

▽
申
請
日
時
点
で
、
世
帯
員
全
員

に
税
な
ど（
※
）の
滞
納
が
な
い

※
税
な
ど
…
各
種
税
金
、
上
・
下
水

道
使
用
料
、
下
水
道
受
益
者
負
担

金
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、町
営
住
宅
使
用
料
、

学
校
給
食
費
、
保
育
料

申
請
方
法

次
の
書
類
を
そ
ろ
え
、
都
市
計
画

課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
度
申
請
し
た
人
は
①
〜
③
の

　

み
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
定
住
促
進
奨
励
金
交
付
申
請
書

②
世
帯
員
全
員
が
記
載
さ
れ
た
住

民
票（
１
カ
月
以
内
に
発
行
さ

れ
た
も
の
）

③
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
の
写
し

④
取
得
し
た
土
地
と
住
宅
の
登
記

事
項
証
明
書（
写
し
で
も
可
）

⑤
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
検
査
済

証
の
写
し（
新
築
の
場
合
）

⑥
売
買
契
約
書
の
写
し（
購
入
の

場
合
）

⑦
自
治
区
加
入
証
明
書（
※
）

※
お
住
ま
い
の
地
区
の
自
治
区
長
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

申
請
書
が
届
い
た
人
で
、
要
件
を

満
た
さ
ず
対
象
外
に
な
っ
た
場
合

は
、
同
封
し
て
い
る「
定
住
促
進

奨
励
金
の
非
該
当
届
」を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申し込み・問い合わせ　都市計画係

定住促進奨励金制度
遠賀町に住宅を新築・購入された皆さまへ

こ
の
ま
ち
を
選
ん
で

　
　
　
　
　

よ
か
った
ね
♥

制度の対象外になる場合 

▶住宅エコポイントなど、他の制度で
　助成を受けている場合
▶相続など、購入ではなく名義の変更
　などで、住宅を取得した場合
▶古くなった住宅を単に建て替える場合
※転入などで、世帯員が増加するため
に住宅を建て替える場合は、定住人
口の増加につながるため、特例で奨
励金の交付対象になります。

対象になる固定資産税 
相当額に関する注意点

▶事務所や店舗などとの併用住宅の場
　合は、住宅部分面積（土地・家屋）で
　按

あん

分します。
▶対象になる土地は、住宅にかかる
　330㎡以内の部分になります。
※330㎡を超える部分は、対象外です。
▶1,000円未満の端数は、切り捨てます。
▶相続で譲り受けた土地に、新たに住
　宅を建てる場合は、住宅の固定資産
　税分のみになります。

▶申請期限

9/28（金）



遠賀町ホームページ

http://www.town.onga.lg.jp

遠賀町ホームページ

http://www.town.onga.lg.jp

※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。

有
料
広
告
欄

W
hat's in O

nga?
■遠賀町役場

☎ 093（293）1234
℻ 093（293）0806

■遠賀町中央公民館

☎ 093（293）1355
℻ 093（293）5533

■駅前サービスセンター

☎ 093（293）8233
℻ 093（293）8234

■遠賀コミュニティーセンター

☎ 093（293）6525
℻ 093（293）7057

■遠賀体育センター

☎ 093（293）5434

■遠賀町立図書館

☎ 093（293）9090
℻ 093（293）9091

■ふれあいの里センター

☎ 093（293）2030
℻ 093（293）8506

■遠賀町消費生活相談窓口

☎ 093（293）7783

■遠賀町起業支援施設PIPIT

☎ 093（293）2616

遠賀町公式
ホームページ

各種申請書
様式集

※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。

有
料
広
告
欄

 
 
 

 

 

 

不動産・中古住宅売買を専門として
いる業者です。買取も相談致します。
お気軽にお電話下さい。

不動産のダイヤ土地
☎ 293-5345 

遠賀町松の本1-3-14 

求む 売家を探しています 
企業様へのご案内！

くらもと行政書士事務所

（福岡県行政書士会 会員）中間市垣生 303

TEL 093-982-1830
行政書士　藏元　泰子

くらもと行政書士事務所 検索

遺言遺言相続相続と　　 
ご家族に安心を！

その他　終活・農地転用・許認可など

経営審査
会計記帳
経営審査
会計記帳

法人設立
（法人化）
NPO 法人

法人設立
（法人化）
NPO 法人

建設業
運送業
産廃業

建設業
運送業
産廃業 etcetc

ワンストップで
丁寧な対応を

心がけております！

早めに相談して
安心じゃ！

遠
賀
町
立
図
書
館

ス
タ
ッ
フ
募
集

●
勤
務
日
時　
9
時
30
分
～
19
時
の

う
ち
7
・
５
時
間（
週
5
日
程
度
）

●
賃
金　
14
万
円
程
度
／
月

※
勤
務
体
系
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

※
通
勤
手
当
や
社
会
保
険
の
加
入
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

●
募
集
期
限

　

8
月
21
日（
火
）

●
選
考
方
法

　

書
類
選
考
後
、面
接
を
行
い
ま
す
。

※
面
接
日
は
対
象
者
に
の
み
連
絡
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

遠
賀
町
立
図
書
館（
安
田
・
山
下
）

☎
０
９
３（
２
９
３
）９
０
９
０

遠
賀
町
文
化
祭
へ
の
出
品

と
出
演
者
募
集

　
遠
賀
町
文
化
祭
に
展
示
す
る
作
品

と
、
芸
能
ま
つ
り
お
よ
び
町
民
の
つ

ど
い
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時

　

▽
作
品
展
示　
11
月
２
日（
金
）～

　
　
４
日（
日
）

　

▽
芸
能
ま
つ
り　
11
月
３
日（
土
・
祝
）

　

▽
町
民
の
つ
ど
い　
11
月
４
日（
日
）

●
場
所　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
申
込
方
法

遠
賀
町
中
央
公
民
館
に
用
意
し
て

い
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　
８
月
31
日（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

遠
賀
町
文
化
祭
実
行
委
員
会

　
（
遠
賀
町
中
央
公
民
館
内
）

す
く
す
く（
乳
児
）ひ
ろ
ば

●
日
時　
８
月
21
日（
火
）

［
受
付
］９
時
30
分
～
10
時
30
分

●
場
所　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象　
町
内
在
住
の
生
後
２
カ
月

か
ら
１
歳
未
満
ま
で
の
乳
児
と
そ

の
家
族

●
内
容

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、身
体
計
測
、

保
健
師
・
助
産
師
に
よ
る
育
児
相

談
、
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談

●
費
用　
無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の

　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル　

●
問
い
合
わ
せ　
健
康
対
策
係

プ
レ
パ
パ
マ
マ
教
室

（
両
親
学
級
）

　
子
育
て
の
第
一
歩
と
し
て
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　
９
月
２
日（
日
）

　

10
時
～
12
時

［
受
付
］９
時
50
分
～
10
時

●
場
所　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象

　

町
内
在
住
の
妊
婦
と
そ
の
家
族

●
内
容　
赤
ち
ゃ
ん
の
沐
浴
実
習
、赤

ち
ゃ
ん
と
の
生
活
の
話
な
ど

●
定
員　
12
組（
先
着
順
）

●
費
用　
無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

●
申
込
期
限　
８
月
24
日（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
対
策
係

こ
と
ば
と
心
の
相
談

●
日
時　
９
月
７
日（
金
）

　

９
時
～
12
時

※
１
組
30
分
程
度
で
す
。

●
場
所　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象　
町
内
在
住
の
小
学
生
以
下

と
そ
の
家
族

●
定
員　
６
組（
先
着
順
）

●
内
容　
臨
床
心
理
士
に
よ
る
言
葉

や
心
の
発
達
相
談

●
費
用　
無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
対
策
係
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遠賀町ホームページ

http://www.town.onga.lg.jp

遠賀町ホームページ

http://www.town.onga.lg.jp

※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。

有
料
広
告
欄

W
hat's in O

nga?

■遠賀町役場

☎ 093（293）1234
℻ 093（293）0806

■遠賀町中央公民館

☎ 093（293）1355
℻ 093（293）5533

■駅前サービスセンター

☎ 093（293）8233
℻ 093（293）8234

■遠賀コミュニティーセンター

☎ 093（293）6525
℻ 093（293）7057

■遠賀体育センター

☎ 093（293）5434

■遠賀町立図書館

☎ 093（293）9090
℻ 093（293）9091

■ふれあいの里センター

☎ 093（293）2030
℻ 093（293）8506

■遠賀町消費生活相談窓口

☎ 093（293）7783

■遠賀町起業支援施設PIPIT

☎ 093（293）2616

遠賀町公式
ホームページ

各種申請書
様式集

※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。

有
料
広
告
欄

 
 
 

 

 

 

不動産・中古住宅売買を専門として
いる業者です。買取も相談致します。
お気軽にお電話下さい。

不動産のダイヤ土地
☎ 293-5345 

遠賀町松の本1-3-14 

求む 売家を探しています 
企業様へのご案内！

くらもと行政書士事務所

（福岡県行政書士会 会員）中間市垣生 303

TEL 093-982-1830
行政書士　藏元　泰子

くらもと行政書士事務所 検索

遺言遺言相続相続と　　 
ご家族に安心を！

その他　終活・農地転用・許認可など

経営審査
会計記帳
経営審査
会計記帳

法人設立
（法人化）
NPO 法人

法人設立
（法人化）
NPO 法人

建設業
運送業
産廃業

建設業
運送業
産廃業 etcetc

ワンストップで
丁寧な対応を

心がけております！

早めに相談して
安心じゃ！

遠
賀
総
合
運
動
公
園

指
定
管
理
者　
募
集

　
遠
賀
総
合
運
動
公
園
の
指
定
管
理

期
間
満
了
に
伴
い
、
事
業
者
を
公
募

し
ま
す
。
管
理
運
営
に
関
し
創
意
工

夫
の
あ
る
提
案
を
募
集
し
ま
す
。
詳

し
い
内
容
は
募
集
要
綱
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
施
設
概
要

　
遠
賀
総
合
運
動
公
園

　
総
面
積
約
1
7
h
a

●
指
定
管
理
期
間　
平
成
31
年
４
月

１
日
～
平
成
36
年
３
月
31
日

●
対
象　
法
人
、
そ
の
他
の
団
体

※
個
人
は
対
象
外
で
す
。

●
募
集
要
綱
配
布
・
公
開
期
限

　

９
月
21
日（
金
）

※
募
集
要
綱
は
生
涯
学
習
課
窓
口
、

ま
た
は
遠
賀
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

入
手
で
き
ま
す
。

●
申
込
期
間

　

９
月
10
日（
月
）～
21
日（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
文
化
係

育
児
休
業
者
職
場
復
帰
支
援

事
業　
参
加
者
募
集

　
育
児
休
業
中
の

皆
さ
ん
の
不
安
や

悩
み
を
解
消
す
る

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　
９
月
26
日（
水
）

※
10
月
２
日（
火
）に
保
育
所
見
学
が

あ
り
ま
す
。

●
場
所　
北
九
州
市
立
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー 

ム
ー
ブ（
北
九
州
市

小
倉
北
区
大
手
町
）

●
定
員　
10
人
程
度（
先
着
順
）

●
費
用　
無
料

●
申
込
期
限　
９
月
19
日（
水
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
（
株
）コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
社　
　

　

☎
０
９
２（
４
８
３
）０
１
５
８

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間　
電
話
相
談

　

8
月
29
日
～
9
月
4
日
は「
子
ど

も
の
人
権
１
１
０
番
強
化
週
間
」で

す
。
い
じ
め
や
体
罰
、
不
登
校
や
子

ど
も
の
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
に
関
す

る
人
権
問
題
の
電
話
相
談
を
無
料
で

受
け
付
け
ま
す
。

●
日
時

▽
８
月
29
日（
水
）～
９
月
４
日

（
火
）　
８
時
30
分
～
19
時

▽
９
月
１
日（
土
）・
２
日（
日
）

10
時
～
17
時

※
強
化
週
間
以
外
は
８
時
30
分
か
ら

17
時
15
分
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。（
土・日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

●
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

※
I
P
電
話
か
ら
は

　

☎
０
９
２（
７
３
９
）４
１
７
５

●
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
法
務
局 

北
九
州
支
局

　

総
務
課 

人
権
擁
護
係

　

☎
０
９
３（
５
６
１
）３
５
４
２

遠
賀
霊
園
よ
り

お
盆
の
お
知
ら
せ

　
お
盆
の
Ｊ
Ｒ
遠
賀
川
駅
と
遠
賀
霊

園
間
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
、
こ

れ
ま
で
１
時
間
ご
と
の
運
行
で
し
た

が
、
多
く
の
ご
要
望
に
よ
り
今
年
は

増
便
し
30
分
ご
と
に
運
行
し
ま
す
。

●
運
行
日　
８
月
13
日（
月
）

●
内
容

次
の
時
間
内
で
30
分
ご
と
に
運
行

し
ま
す
。

　

▽
Ｊ
Ｒ
遠
賀
川
駅
発
→
遠
賀
霊
園
行
き

　
　
８
時
30
分
～
14
時
30
分
ま
で

　

▽
遠
賀
霊
園
発
→
Ｊ
Ｒ
遠
賀
川
駅
行
き

　
　
９
時
20
分
～
15
時
20
分
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　
管
財
係
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これまでに作成した
遠賀町ポロシャツを

１枚  500円 で

販売します

　　　　　　　　　　　　　■ 販売場所・問い合わせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画調整係

　平成26、27年度に作成したポロシャツを特価で販売
します。数に限りがありますので、お早めにお買い求
めください。
■ 種類
　①平成26年度　50周年記念ポロシャツ
　　▶素材　ポリエステル100％
　　▶カラー　ロイヤルブルー
　　▶サイズ　SS、Ｓ、LL、５Ｌ
　②平成27年度　オリジナルポロシャツ
　　▶素材　綿60％、ポリエステル40％
　　▶カラー　アクアブルー
　　▶サイズ　Ｓ、Ｍ、Ｌ
■ 価格　①・②ともに１枚500円（税込）
■ 販売期間　９月28日（金）まで
※在庫が無くなり次第終了します。
■ 備考
　▶郵送でのお取扱いはしておりません。
　▶着用後の返品・交換はできません。

※平成30年度に作成したオリジナルポロシャツは
　1,700円（税込）で好評販売中です。

平成27年度ポロシャツ

平成26年度
ポロシャツ



※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。

有
料
広
告
欄

有
料
広
告
欄

※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。

8,640

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

堆
肥
診
断
＆
相
談
会

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
利
用

し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
実
際
に
利

用
し
て
気
づ
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問

や
悩
み
に
答
え
な
が
ら
、
今
後
の
堆

肥
作
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

●
日
時　
９
月
７
日（
金
）

　

18
時
30
分
～
20
時

●
場
所　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象

　

遠
賀
郡
・
中
間
市
に
在
住
の
人

●
持
っ
て
く
る
も
の　
利
用
中
の
ダ

ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
中
身

（
ビ
ニ
ー
ル
袋
一
袋
分
ほ
ど
）

●
定
員　
30
人（
先
着
順
）

●
費
用　
無
料

●
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
申
込
用

紙
に
記
入
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
遠

賀
郡
の
町
役
場
、
中
間
市
役
所
の

環
境
担
当
窓
口
、
ま
た
は
各
町
役

場
・
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

入
手
で
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県 

広
域
地
域
振
興
課

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
２
１
０

　

FAX
０
９
２（
６
４
３
）３
１
６
４

高
齢
者
の
た
め
の
職
種
別

（
販
売
・
接
客
）講
習
会

　
販
売
、
接
客
の
基
礎
知
識
を
学
び

ま
せ
ん
か
。

●
日
時　
９
月
12
日（
水
）

　

10
時
～
16
時　

●
場
所

　

北
九
州
市
立
商
工
貿
易
会
館

　
（
北
九
州
市
小
倉
北
区
古
船
場
町
）

●
対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

●
定
員　
20
人（
先
着
順
）

●
費
用  

無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２（
４
３
２
）２
５
４
０

「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
」を

知
っ
て
い
ま
す
か

　
近
年
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

の
人
と
動
物
の「
共
通
感
染
症
」や
、

抗
菌
薬
が
効
か
な
く
な
る「
薬
剤
耐

性
」な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
公
衆
衛
生
上
重
大
な
危

機
と
な
り
か
ね
な
い
問
題
に
対
し
、

医
師
や
獣
医
師
、
行
政
関
係
者
な
ど

「
人
・
動
物
・
環
境
」の
衛
生
に
か
か

わ
る
人
た
ち
が
連
携
し
て
問
題
に
取

り
組
む
考
え
方
を

「
ワ
ン
ヘ
ル
ス（O

ne Health

）」

と
言
い
ま
す
。

　
福
岡
県
で
も
取
り
組
み
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
理
解
を
深

め
て
い
く
た
め
の
情
報
な
ど
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県 

生
活
衛
生
課

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
２
８
１

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

　

総
務
省
統
計
局
と
福
岡
県
で
は
、

毎
月
、
労
働
力
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
失

業
率
や
雇
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
大
変
重
要
で
、
雇
用
対
策
に
欠
か

せ
な
い
統
計
調
査
で
す
。

　
調
査
対
象
は
、
全
国
か
ら
約
千
分

の
１
の
世
帯
が
無
作
為
に
選
定
さ
れ

ま
す
。
統
計
調
査
員
が
ご
自
宅
に

伺
っ
た
際
に
は
、
調
査
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
調
査
期
間　
９
～
12
月

●
対
象　
別
府
区
、
若
松
区
の
一
部

●
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県 

調
査
統
計
課

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
１
８
６

人権擁護委員が交代しました
　７月10日、福岡法務局
北九州支局長から、 7 月
1 日付で新たに人権擁
護委員に就任した吉岡美
保さん（浅木区）に法務大
臣からの委嘱状が伝達さ
れました。任期は３年で
す。（平成33年６月30日
まで）
　６月30日付で退任さ
れた織田百代さん（中央
区）には、平成18年４月
から４期12年にわたり人権擁護委員として人権相談や啓発活動を行っていた
だいた功績を讃え、福岡法務局 北九州支局長から感謝状が贈られました。
長い間ありがとうございました。

写真左から 
　北九州人権擁護委員協議会 木村隆会長、原田正武町長、
　吉岡さん、織田さん、北九州支局 柴田保隆支局長
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※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。

有
料
広
告
欄

有
料
広
告
欄

※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。

8,640

登
録
し
て
い
な
い
象
牙
の

売
却
は
違
法
で
す

　
環
境
省
で
は
、
象
牙
を
採
取
す
る

た
め
の
密
猟
や
密
輸
を
防
ぐ
た
め
、

全
形
を
保
持
し
て
い
る
象
牙
の
国
内

在
庫
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。
未

登
録
の
全
形
を
保
持
し
て
い
る
象
牙

の
売
却
や
譲
渡
は
違
法
で
す
。
所
有

者
の
死
亡
に
よ
る
近
親
者
の
相
続

は
、
未
登
録
で
も
違
法
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
後
販
売
な
ど
を
す
る

と
き
は
登
録
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県 

生
活
衛
生
課

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
２
８
１

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
の

義
援
金
募
金
箱
を
設
置
し
ま
す

　
被
災
し
た
皆
さ
ま
が
一
日
も
早
く

平
穏
な
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、
義
援

金
の
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
義
援
金
は
被
災
地
支
援
・
復
興
の

た
め
、
有
効
に
活
用
し
ま
す
。

●
設
置
期
限　
12
月
28
日（
金
）

●
場
所

　

▽
日
本
赤
十
字
社
募
金

　
　
・
遠
賀
町
役
場
玄
関
ロ
ビ
ー

　
　
・
駅
前
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

▽
共
同
募
金

　
　
・
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
人
権
係

遠
賀
町
女
性
防
火
・
防
災
ク
ラ
ブ
主
催

遠
賀
町
防
災
フ
ェ
ア

　
９
月
１
日
の
防
災
の
日
に
、
日
常

生
活
に
必
要
な
防
災
知
識
の
普
及
と

啓
発
を
目
的
と
し
て
、
防
災
グ
ッ
ズ

の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽

●
問
い
合
わ
せ

第
21
回
中
間
・
遠
賀
地
区
母
親
大

会
実
行
委
員
会（
上
野
）

　

☎
０
８
０（
１
７
０
２
）２
５
８
０

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
入
場
無
料
）

●
日
時　
９
月
１
日（
土
）

　

10
時
～
12
時

●
場
所　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
内
容　
備
蓄
品
展
示
、
災
害
用
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
体
験

●
問
い
合
わ
せ　
遠
賀
町
女
性
防
火・

防
災
ク
ラ
ブ（
松
村
）

　

☎
０
９
０（
５
２
８
９
）２
６
１
６

第
21
回
中
間
・
遠
賀
地
区

母
親
大
会

　
「
檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
」の
著
者
で

弁
護
士
の
楾は
ん
ど
う

大た
い
き樹
さ
ん
が
憲
法
に

関
す
る
講
演
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　
9
月
2
日（
日
）

　

13
時
～
16
時

●
場
所　
中
間
市
中
央
公
民
館（
中

間
市
蓮
花
寺
）

●
費
用　
５
０
０
円（
資
料
代
）

※
中
学
生
・
高
校
生
は
無
料
で
す
。

ス

ポ

ー

ツ

第
36
回
遠
賀
町
中
学
生
オ
ー
プ
ン

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会 

結
果

　
６
月
24
日
、
遠
賀
総
合
運
動
公
園

で
男
子
42
チ
ー
ム
、女
子
36
チ
ー
ム
、

計
1
5
6
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

第
３
位　
渡
辺 

琴
音
・
田
代 

光ひ
か
り莉

第
３
位　
大お
お
く
さ草 

美み
づ
き月
･
米
倉 

姫ひ
め
あ愛

第
36
回
遠
賀
町
卓
球
大
会

（
一
般
） 

結
果

　
６
月
24
日
、
遠
賀
体
育
セ
ン
タ
ー

で
45
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
の
参
加
者
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

●
団
体
戦　
優
勝

門
司 

悠
矢
、
佐
々
木 

愛
子
、

佐
々
木 

正
樹
、
藤
本 

和か
ず
の
り紀

●
ダ
ブ
ル
ス　
優
勝

　

▽
Ａ
級　
森 

啓
祐

　

▽
Ｂ
級　
川
島 

信
行
、
山
﨑 

春
美

●
シ
ン
グ
ル
ス　
優
勝

　

▽
Ａ
級
男
子　
藤
本 

和
紀

　

▽
Ｂ
級
男
子　
平
岡 

孝
康

　

▽
Ｃ
級
男
子　
縄
手 

宏こ
う
す
け祐

　

▽
Ａ
級
女
子　
森 

祐
華

　

▽
Ｂ
級
女
子　
竹
松 

明あ
か
り凛

身体障がい者の
補装具巡回相談

　肢体不自由の補装具の新規支給、再支給、
修理の相談や判定を行います。
●日時　９月18日（火）　10時～ 12時

［受付] ９時30分～ 11時30分
※予約が20人を超えた場合は13時30分から

午後の受付を行います。
●場所　水巻町中央公民館（水巻町頃末北）
●対象

身体障害者手帳を持っていて、肢体不自由の
補装具の支給や修理を希望する人

●費用　無料
●持ってくるもの
　印鑑、身体障害者手帳
　［再支給の場合］　前回支給された補装具
　［修理の場合］　　修理が必要な補装具
●申込期限　８月24日（金）
●その他

▷相談の際は本人が来場してください。
▷電動車いす、座位保持装置、重度障害者用

意思伝達装置は相談のみで判定は行いません。
▷身体障害者手帳申請の診断書や聴覚障害に

関する相談や判定は行いません。
●申し込み・問い合わせ　障害者支援係
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第
59
回
遠
賀
郡
民
体
育
大
会

夏
季
大
会（
競
泳
競
技
） 

結
果

　
７
月
１
日
、
水
巻
町
総
合
運
動
公

園（
遠
賀
郡
水
巻
町
頃
末
北
）で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
参
加
者
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

●
50
ｍ
自
由
形

　

▽
Ｃ
男
子　
準
優
勝　
一
田 
晃こ
う
し志

　

▽
Ｃ
女
子　
準
優
勝　
松
尾 
祐
花

　

▽
Ｄ
男
子　
第
３
位　
堀
江 

武た
け
る

　

▽
18
～
29
歳
男
子

　
　
優
勝　
　
長
岡 

主
樹

　
　
準
優
勝　
西
尾 

鉄
矢

　

▽
35
～
39
歳
男
子

　
　
準
優
勝　
添
田 

啓
輔

　

▽
40
～
44
歳
男
子

　
　
準
優
勝　
門
司 

吉
晴

　
　
第
３
位　
佃 

孝た
か
ふ
み典

　

▽
55
～
59
歳
男
子

　
　
優
勝　
　
西
郷 

寛

　

▽
65
～
69
歳
男
子

　
　
優
勝　
　
吉
池 

太
一

●
50
ｍ
平
泳
ぎ

　

▽
Ｂ
男
子　
第
３
位　
門
司 

悠
矢

　

▽
Ｄ
男
子　
第
３
位　
鶴
園 

唯
人

　

▽
Ｄ
女
子　
優
勝　
　
水
田 

香
凜

　
　
　
　
　
　
準
優
勝　
吉
田 

彩
乃

　

▽
18
～
29
歳
男
子

　
　
第
３
位　
西
尾 

鉄
矢

　

▽
40
～
44
歳
男
子

　
　
優
勝　
　
佃 

孝
典

　

▽
65
～
69
歳
男
子

　
　
準
優
勝　
吉
池 

太
一

　

▽
70
歳
以
上
男
子

　
　
優
勝　
　
佐
々
木 
廣

　

▽
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　

▽
Ｄ
男
子　
優
勝　
　
中
川 
海
夢

　
　
　
　
　
　
準
優
勝　
中
山 

壱い
っ
し
ゅ修

　

▽
Ｄ
女
子　
優
勝　
　
野
中 

琴
音

　

▽
50
～
54
歳
男
子

　
　
優
勝　
山
下 

政
二

　

▽
55
～
59
歳
男
子

　
　
優
勝　
西
郷 

寛

●
50
ｍ
背
泳
ぎ

　

▽
18
～
29
歳
男
子

　
　
優
勝　
長
岡 

主
樹

　

▽
70
歳
以
上
男
子

　
　
優
勝　
佐
々
木 

廣

第
69
回
遠
賀
郡
民
体
育
大
会

柔
道
大
会 

結
果

　
7
月
15
日
、岡
垣
町
民
武
道
館（
遠

賀
郡
岡
垣
町
野
間
南
）で
３
チ
ー
ム
、

58
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
者
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

●
小
中
学
生
の
部

　

優
勝　
遠
賀
町
青
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

●
一
般
の
部

　
第
3
位　
遠
賀
町
青
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

犯罪・不審者・火災・救急件数
平成30年６月分

街頭犯罪
　（自転車盗）
　
不審者情報

２件
２件

５件

火　災
（郡内）

１件
２件

救急出勤
（郡内）

80件
428件

火災案内
☎０１８０（９９９）９９８

遠賀総合
運動公園NEWS
申し込み・問い合わせ　遠賀コミュニティーセンター

http://onga-sportspark.com
☎０９３（２９３）６５２５

スポーツ・文化・レクリエーション

子ども向け後期運動教室
　人気運動教室の開催が後期も決定しました。
どちらの教室も初心者大歓迎。わくわく楽しい
運動をしてみませんか。

テニス教室
●日時　毎週木曜日
【キッズ】　  17 時～ 18 時
【ジュニア】18 時～ 19 時

●費用　15,000円（全15回）
※初回一括払いの場合25％オフの11,250円
●持ってくるもの　運動のできる服装、タオル、

飲み物、ラケット
※ラケットをお持ちでない方は事前にご相談く

ださい。
※初回開講は８月下旬～９月上旬を予定。

ふれあい陸上運動教室
●日時　毎週月曜日　17時～ 19時
●費用　15,000円（全15回）
※初回一括払いの場合25％オフの11,250円
●持ってくるもの　運動のできる服装、タオル、

飲み物、運動靴
※初回開講は10月上旬を予定。
各教室の詳しい内容はお問い合わせください。

　
２
つ
の
課
税
方
式

　

税
の
課
税
方
式
に
は「
申
告
納
税
」

と「
賦
課
課
税
」が
あ
り
ま
す
。

　
「
申
告
納
税
」は
、
納
税
す
る
必
要

の
あ
る
人
が
、
自
ら
税
額
を
計
算
・

申
告
し
て
納
付

し
ま
す
が
、「
賦

課
課
税
」は
町
が

納
税
す
る
必
要

の
あ
る
人
に
賦

課
し
、
決
定
し

た
税
額
を
納
付（
納
入
）し
て
も
ら
い

ま
す
。

　
「
申
告
納
税
」に
は
、
法
人
町
民
税

や
た
ば
こ
税
な
ど
が
あ
り
、「
賦
課

課
税
」に
は
、
個
人
町
民
税
や
軽
自

動
車
税
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
固
定
資

産
税
は
、
内
容
に
よ
っ
て「
申
告
納

税
」と「
賦
課
課
税
」に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
２
月
中
旬
か
ら
３
月

中
旬
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
所
得
税
の

確
定
申
告
は「
申
告
納
税
」に
な
り
ま

す
が
、
確
定
申
告
の
情
報
を
も
と
に

課
税
す
る
個
人
町
民
税
は「
賦
課
課

税
」に
な
り
ま
す
。
同
じ
情
報
な
の

に
課
税
方
式
が
変
わ
る
ん
で
す
ね
。

●
問
い
合
わ
せ　
課
税
係

45
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年に１度の健康チェック

住民健診（集団健診）を
受診してください。

●申し込み・問い合わせ　健康対策係

１　健康診査・がん検診（集団）

２　対象者・内容・費用（自己負担金）

［健診内容］　特定健診、後期高齢者健診、若人健診、生保健診、
　　　　　　肺がん検診、大腸がん検診、胃がん検診、前立腺がん検診

下記の日程で住民健診を行います。５月～７月の健診を受診していない人も受けられます。
予約が済んでいない人や日程変更を希望する人はご連絡ください。

日 程 表　［受付］８時30分～ 11時　※9/7（金）、9/12（水）は10時まで

日程 場所 対象地区 日程 場所 対象地区

9/ 5（水） 木守公民館 木守 9 /19（水） 東和苑公民館 東和苑

9/ 7（金） 緑ヶ丘公民館 緑ヶ丘 9 /26（水） 芙蓉公民館 芙蓉

9/ 8（土） 遠賀町中央公民館 今古賀・託児あり 9 /28（金） 上別府公民館 上別府・若葉台

9/10（月） 虫生津公民館 虫生津 9 /30（日） 遠賀町中央公民館 全地区対象・託児あり

9/12（水） 老良公民館 老良 10/14（日） ふれあいの里センター 全地区対象・託児あり

9/14（金） 浅木公民館 浅木

項　目 対　象 内　容 自己負担金

肺がん検診

40歳以上の人

・胸部のレントゲン撮影をします。 300円

大腸がん検診
・便に血液が混じっていないかを調べます。
事前に検査容器を配布し、検診日に回収します。

各500円
胃がん検診

40歳以上の人
※前年度、胃内視鏡検
　診を受けていない人

・バリウムを飲み、胃のレントゲン撮影をします。

前立腺がん検診 50歳以上の男性 ・採血による検査をします。

項　目 対　象 内　容 自己負担金

特定健診
・40歳以上で国民健康保険に加入し
ている人（ 74歳まで）

　・身体測定

　・尿検査

　・血圧測定

　・血液検査（血糖値、脂質、肝機能など）

　・診察

　・問診

各500円
後期高齢者健診 ・後期高齢者医療制度に加入している人

若人健診 ・19歳から39歳までの人

生保健診 ・40歳以上の生活保護受給者 無料

［健康診査］

［各種検診］　※生活保護受給者は全て無料です。

健康づくりポイント事業が始まっています
　　町民の皆さんの健康に対する関心を高め、健康的な生活習慣を実践するきっかけとするため「健康づくりポイント事

業」を実施しています。健康診査やがん検診の受診、健康に関する事業に参加して応募すると、応募者全員に500円の
商品券を贈呈します。さらに、全応募者の中から抽選で豪華賞品が当たりますので、奮ってご参加ください。

■ 対象　　　町内に住んでいる19歳以上の人
■ 応募期限　平成31年２月28日（木）
※詳しい内容は遠賀町ホームページをご覧ください。 遠賀町　健康づくりポイント事業
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●問い合わせ　環境衛生係

環 境 衛 生だより

http://webopac-library.town.onga.fukuoka.jp

　

き
ち
ん
と
分
別
で
き
て
い
ま
す
か
？

プ
ラ
ご
み
、
ビ
ン
・
カ
ン
（
資
源
ご
み
）
編

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

ご
み
の
分
別
は
随
分
と
進
ん
で
き
て

い
ま
す
が「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
」（
プ
ラ
ご
み
）と「
ビ
ン
・
カ

ン（
資
源
ご
み
）」の
分
別
間
違
い
は

ま
だ
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
こ
の
二
つ
の
分
別

に
つ
い
て
、
少
し
詳
し
く
お
話
し
し

ま
す
。

プ
ラ
ご
み
っ
て
何
？

　

プ
ラ
ご
み
と
は「
食
品
や
日
用

品
な
ど
が
入
っ
て

い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
容
器
や
ト

レ
ー
、
ボ
ト
ル
」の

こ
と
で
、
こ
の
プ

ラ
マ
ー
ク
が
目
印
で
す
。

　
「
中
身
が
商
品
で
、
中
身
が
な
く

な
る
と
不
用
に
な
る
も
の
」な
の
で
、

バ
ケ
ツ
や
じ
ょ
う
ろ
、
タ
ッ
パ
ー
な

ど
は「
容
器
」で
す
が
、
そ
れ
自
体
が

商
品
で
繰
り
返
し
使
う
も
の
な
の
で

プ
ラ
ご
み
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
よ
く
間
違
わ
れ
る
の
が
、

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」で
す
。
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
た
め

リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
が
違
い
、
混
入

す
る
と
プ
ラ
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
の

妨
げ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
キ
ャ
ッ
プ
は
プ
ラ
ご
み

な
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

ビ
ン
・
カ
ン（
資
源
ご
み
）の
分
別

　
「
何
を
間
違
え
る
の
？
」と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
知
っ
て
い

る
よ
う
で
意
外
と
正
し
い
分
別
を
知

ら
な
い
ご
み
な
の
で
す
。

　
「
食
品
が
入
っ
て
い
た
か
ど
う
か
」

が
大
き
な
目
安
な
の
で
、
化
粧
品
の

入
っ
て
い
た
ビ
ン
は「
も
え
な
い
ご

み
」に
な
り
ま
す
。
食
品
以
外
が
入
っ

て
い
た
も
の
は
も
え
な
い
ご
み
と
な

り
ま
す
が
、
ス
プ
レ
ー
タ
イ
プ
の
缶

類
は
穴
を
あ
け
た
後
に
ビ
ン
・
カ
ン

と
し
て
捨
て
ま
す
。

　
ま
た
、
ビ
ン
や
カ
ン
の
ふ
た
も
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
は
プ
ラ
ご
み

に
、
金
属
製
の
も
の
は
も
え
な
い
ご

み
に
な
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
分
別
を
間
違
え
て
い
る
ご
み
は
回

収
さ
れ
ず
、
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
そ
の

場
に
残
さ
れ
ま
す
。
シ
ー
ル
に
は
、

間
違
え
た
内
容
を
記
入
し
て
い
ま
す

の
で
、
出
し
た
人
が
内
容
を
確
認
し

て
正
し
く
分
別
し
、
次
回
の
ご
み
収

集
日
に
出
し
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。

　
正
し
い
分
別
で
地
域
に
も
環
境
に

も
優
し
い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

消費生活センター・消費生活相談窓口って
どんなところ？

Q．消費生活センター・消費生活相談窓口では、どのよう
な相談に応じてくれるのか。

Ａ．消費生活センター・消費生活相談窓口は、都道府県や
市町村が運営している消費生活に関する相談機関です。
原則、契約者本人からの相談で、消費者と事業者との契
約トラブルや商品・サービスの品質・不当表示・製品事
故・多重債務などの相談を受け付けています。個人間の
トラブルや相続問題、事業者からの相談などは受け付け
できません。契約書や見積書、パンフレット、時系列に
まとめたメモなどがあれば相談がよりスムーズに進みま
す。相談すれば、自動的に問題が解決されるわけではな
く、相談者と一緒に考え、解決方法を探ります。

■ 相談・問い合わせ　
遠賀町 消費生活相談窓口（駅前サービスセンター）
☎０９３（２９３）７

なくそうなやみ

７８３
［午前］９：00〜 12：00
［午後］13：00〜 16：30
※土・日曜日、祝日は除きます。

男女共同参画の立役者
遠賀町ひと・人応援団「どし」

　「どし」とは、遠賀町の方言で友達、同志という意味で、
男女が共にいつでも、どこでも、いきいきと生活できる
社会を目指し活動しているボランティア団体です。
　11人で構成された運営委員が、男女共同参画セミナー
の企画・実施、託児ボランティアなどを行っています。
メンバー全員が、男女共同参画の推進に深い理解と熱意
を持って、20年もの間、精力的に活動をしています。ま
さに、遠賀町の男女共同参画の立役者です。

  COMMENT――――――「どし」事務局　加藤 暢子さん

　日々、人との出会いや関わり
の中から多くのことを学ばせて
いただいています。「どし」を支え
てくださる皆さまへの感謝の気
持ちを忘れずに、これからも「ど
し」は共に生きる社会に向けて前
進していきます。
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　焼け跡からの復興、バブル崩壊、失われ
た 20 年。戦後の日本経済史を世界の経済
事象が分かる年表で紹介し解説。

暑い日が続きますね。皆さん熱中
症には十分注意してください。
暑い日には図書館で涼しくのんび
り過ごすのが一番ですよ。

年表とトピックでいまを読み解くニッポン戦後経済史
著者 ▶ 坂井 豊

とよたか
貴

ココがオモシロイ！
　平成も間もなく終わろうとしている。昭
和から平成になった頃を思い出す。まだス
マートフォンも電子書籍も仮想通貨もな
かった時代。豊かさを求め社会環境は激変
した。私はこのスピードについて行けてな
い。この本は戦後からの日本経済と時代背
景を分かり易くまとめている。時代を振り
返ることはこれからを生きて行くヒントに
なると思う。（海

うみうま

馬）

奇談クラブ
著者 ▶ 野村 胡堂

　若い女性資産家を会
長とする秘密サークル

「奇談クラブ」。そこにつ
どうゲストの語り手
が、思い思いに怪奇譚、
幻想譚、不思議話を繰
り広げる。

問題だらけの女性たち
著者 ▶ ジャッキー・フレミング

　女の脳はかつてスポ
ンジでできていた！?
笑うに笑えない19 世
紀の「大問題」な女性
観を、イラストととも
にユーモアと皮肉です
くい上げる。

いまは、空しか見えない
著者 ▶白尾 悠

はるか

　抑圧する父親に反
発し、逃避行した智佳
は、長距離バスで同じ
高校の優亜と乗り合
わせてしまう。優亜の
つらい過去を聞かさ
れた智佳は…。

くらげホテル
著者 ▶尾崎 英子

　フィンランドで出
会った4人の日本人。
さまざまな事情でこの
地に呼び寄せられてき
た彼らに共通している
のは、「くらげ」「異次元」
というキーワード。

遠賀町立図書館

休館のお知らせ

講座「野菜づくりのコツと裏ワザPart2」 

我
が
姿
カ
メ
ラ
は
見
て
い
る
録
音
も

さ
れ
て
い
る
か
も
今
の
世
の
中寺

本 

雅
光

好
評
の
映
画
を
見
た
い
と
行
き
た
れ
ど

券
売
機
に
戸
惑
い
て
お
り

神
谷 

律
子

各
地
よ
り
集
う
同
期
の
友
ら
み
な

折
尾
の
駅
弁
懐
か
し
み
買
う

松
原 

敬
子

お
ん
が
短
歌
会
詠
草

奥
　
睦
美
選

朝
ど
り
の
キ
ュ
ー
リ
に
赤
黄
の
パ
プ
リ
カ

足
し
て
梅
雨
明
け
み
た
い
ね
今
朝
の
食
卓

谷
口 

玲
子

通
る
た
び
一
筆
一
筆
色
を
足
し

沿
道
染
め
る
紫あ

じ
さ
い

陽
花
の
帯

今
井 

孝
美

父
の
日
の
贈
物
に
は
娘こ

の
願
い

若
者
向
き
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
き
た宮

川 

益
子

崗
短
歌
会
詠
草

植
村
　
隆
雄
選

牛
蛙
と
な
り
の
石
も
鳴
き
さ
う
に

芦
賀 

恵
子

始
ま
り
は
ピ
ア
ニ
シ
モ
で
梅
雨
の
入

広
渡 

豊
子

地
震
多
き
列
島
静
か
に
夏
至
迎
ふ

松
本 

筍
弥

遠
賀
俳
友
句
会
抄

池
田
　
幸
利
選

螢ほ
た
る

舞
う
水
辺
の
平
家
空
に
源
氏小

田 

章
生

川
風
や
四よ

葩ひ
ら

彩
る
遊
歩
道

上
谷 

恵
美
子

濃こ

あ
じ
さ
い
幾い

く
年と

せ

閉
ざ
す
鉄
門
扉石橋 

京
子

遠
賀
青
葉
句
会
抄

岸
原
　
清
行
選

俳
句
・
短
歌

Power Push　図書館スタッフの

Events　図書館イベント情報New　新着本案内

Your 
Library
遠賀町立図書館だより

イチオシ

おはなし会（幼児～小学校低学年向け）

おはなし会０・１・２（赤ちゃん向け）

●日時　毎週土曜日　14時30分～ 15時

●日時　8/15（水）11時～ 11時30分

絵本の読み聞かせや手遊びをします

　図書館システムの入替と蔵書点検のた
め休館します。本の返却は図書館玄関右
の返却ポストをご利用下さい。なお、AV
資料は、返却ポストには返却できません。

●休館期間　8/27（月）～ 9/10（月）
●図書館ホームページの休止期間

8/24（金）12時ごろ
　　　　　　　　～ 9/11（火）10時ごろ

●日時　9/23（日）13時30分～ 15時
●講師　農山漁村文化協会　佐藤 圭 氏
●定員　30人（先着順）
●申込期間　8/11（土・祝）～ 26（日）
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　ゆるキャラグランプリとは、１年に１度、全国のゆるキャラに対し投票を行い、
その年の顔であるグランプリを決める大会です。今年は「おんがっぴー」が初めて参加
しますので、皆さんの投票でおんがっぴーを表彰台へ導いてください！

■ 投票期間　11/9(金) 18:00 まで
■ 投票方法　パソコン、タブレット、スマートフォンから投票できます。
※初回投票のみ、原則としてID登録が必要です。
■ 備考　投票は無料で、期間内１日につき１回です。毎日投票できます。
■ 問い合わせ　企画調整係

持ち前のスマイルで
笑顔と自然あふれる
遠賀町をPRしているよ。

猛打で旋風巻き起こせ!!
折尾愛真学園 折尾愛真高等学校 硬式野球部
第100回全国高等学校野球選手権記念大会 出場
　７月27日、遠賀町別府のグラウンドで練習している折尾愛真高
校硬式野球部の皆さんが、第100回全国高等学校野球選手権記念
大会出場を報告するため遠賀町役場を訪れました。
　原田正武町長は「折尾愛真学園と遠賀町は地域活性化協定を締
結し、野球部の皆さんは地域のイベントなどにも参加し、住民と
の信頼関係を築いていただいています。町民だけでなく県内の皆
さんが応援していますので、ぜひ頑張ってください」、また町議
会の古野修議長は「どんな相手にぶつかっても負けない底力を感
じています。甲子園での活躍を期待しています」と選手の皆さん
にエールを送りました。主将の松井義

よし

弥
や

選手（３年）は「遠賀町の
グラウンドで練習させてもらっていることに感謝し、大会で頑
張っていきたい」と決意を語ってくれました。この広報おんがの
発行日（８月10日）は大会６日目、折尾愛真高校の初戦です。みん
なで声援を送りましょう。 折尾愛真のゴジラこと松井義弥選手 職員や住民が拍手で出迎えた

投票方法 投票ページ

ゆるキャラグランプリ

PICK
UP

お誕生日おめでとう♥生まれ
てきてくれてありがとう★
優しく強く賢く、ユーモアの
ある男に！大好きだよ！

吉
川

　空
叶 

ち
ゃ
ん

吉
川

　空
叶 

ち
ゃ
ん

平
成
29
年
8
月
８
日
生（
緑
ヶ
丘
）

平
成
29
年
8
月
８
日
生（
緑
ヶ
丘
）

よ
し
か
わ

よ
し
か
わ

ひ
ろ
と

ひ
ろ
と

颯くん、３歳のお誕生日おめ
でとう。いっぱい食べて、い
っぱい遊んで、元気にすくす
く育ってね。

向
井

　颯 

ち
ゃ
ん

向
井

　颯 

ち
ゃ
ん

平
成
27
年
8
月
7
日
生（
鬼
津
）

平
成
27
年
8
月
7
日
生（
鬼
津
）

む
か
い

む
か
い

は
や
て
　
　 

は
や
て
　
　 

３歳のお誕生日おめでとう！
楽しいことたくさん経験して
いっぱい一緒に遊ぼうね♥

河
野

　咲
希 

ち
ゃ
ん

河
野

　咲
希 

ち
ゃ
ん

平
成
27
年
7
月
15
日
生（
田
園
北
）

平
成
27
年
7
月
15
日
生（
田
園
北
）

こ
う
の

こ
う
の

さ
き
さ
き

か
な
で

か
な
で

３歳のお誕生日おめでとう♥
妹思いの優しいお兄ちゃん♪
これからも元気にすくすく育
ってね！大好きだよ♥

石
井

　佑
弥 

ち
ゃ
ん

平
成
27
年
8
月
12
日
生（
今
古
賀
）

い
し
い

ゆ
う
や

か
な
で

か
な
で

みつきちゃん♥１歳おめでとう★
いつも可愛い笑顔で癒やされて
るよ！これからもお兄ちゃんと
仲良くスクスク育ってね！

稗
田

　光
希 

ち
ゃ
ん

平
成
29
年
8
月
15
日
生（
別
府
）

ひ
え
だ

み
つ
き

編 

集 

後 

記

　
今
回
の
特
集
は
い
か
が
で
し
た
か
。

遠
賀
町
出
身
で
、
戦
中
・
戦
後
に
女
性

や
子
ど
も
の
権
利
に
強
い
思
い
を
持
ち

活
動
し
た
女
性
が
い
た
こ
と
に
感
動

し
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
文
化
財
保
護
委

員
の
水
口
さ
ん
に
は
取
材
や
資
料
に
関

し
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
10
月
6
日（
土
）14
時
か
ら
遠
賀
町
立

図
書
館
で
、
水
口
さ
ん
が
高
崎
節
子
の

生
涯
を
、
も
っ
と
掘
り
下
げ
て
語
る
講

演
会
「
遠
賀
町
の
偉
人 

高
崎
節
子
」

が
あ
り
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　（
半
田
）

Happy 
Birthday

３歳までの誕生日のお子
さんの写真を掲載します。
掲載を希望する人は、広
報発行日の１カ月前まで
に住民課情報推進係広報
担当までご連絡ください。

おたんじょうびおめでとう
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